
 
 
１１月の行事予定 ＊印については後日詳しくおたよりします。 

１日（水）ぞうのびのび・りすすくすくの日⑦＊ 

チャレンジシート配布 

３日（金）文化の日【祝日：休所】 

６日（月）平田中学校保育体験②・身体測定週 

７日（火）交流保育【ぞう組：みなみ保育所と平田小学校へ】 

８日（水）保育所開放日 

１０日（金）やきいも会 

１３日（月）防火指導・避難訓練  

１４日（火）弁当の日 

にじいろ倶楽部【多目的ホール 17:00～18:00】 

１５日（水）ひもおとし会・誕生会 

１６日（木）保育所開放日【離乳食試食会】 

２０日（月）集金日・巡回相談（岩橋相談員）      

２２日（水）にじいろ倶楽部【多目的ホール 16:00～17:00】 

２３日（木）勤労感謝の日【祝日：休所】 

２４日（金）布団持ち帰り 

３０日（木）～１２月２日（土）作品展＊          

１２月の行事予定 

１５日（金）ふれあいデー【もちつき会】 
２６日（月）にじいろ倶楽部プラス１（門松作り) ＊ 

３０日（土）～１/４（木）年末年始休所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

職員出張関係（△は午後からの研修）      

３日 保幼合同研修公開保育型研修～長岡あゆみ 

４日 島根県保育研究大会～來海 

８日 保幼合同研修公開保育型研修～松浦 

   幼児期からの運動・体力向上指導者研修～西村 

   保育士キャリアアップ研修～高橋（９日・１３日） 

１４日 中国五県造形教育研究大会～福田（１５日） 

１５日 保幼小連携ブロック別研修会～吾郷礼子 

１６日△健康教育研究発表平中大会～岩佐 

１８日 出西地区人権・同和教育研究発表会～有田 

１９日△さんさん講演会～渡部温美 

２４日△原広治先生講演会～黒目 

２５日△県立大学保育学科客員教授講演会 ～関 

      

保育目標～秋の自然に触れて遊ぶことを楽しもう 
 秋の草花・木の実・落ち葉などの自然物を集めたり、秋の空
の青さや高さ、風が冷たくなっていく様子を五感で感じて遊び
ます。 

～いろいろな素材に触れて遊ぼう（0～3 歳児） 
 自然物や身近にある色々な素材に実際に触れる経験を通し
て、感触を楽しんだり、制作に取り入れたりします。 

～友だちと一緒に制作遊びを楽しもう（4～5 歳児） 
 散歩や所庭で見つけた自然物・身近にある色々な素材を使っ
て、一人一人が物を作る喜びを感じながら、想像力が広がる制
作活動につなげていきます。 

生活目標～薄着で元気に過ごそう 

 薄着で過ごすことは体温調節をする機能を発達させ、免疫機
能を向上させることにつながります。元気に冬を過ごすために
も、この時期に半袖の下着と T シャツを組み合わせて着るなど
して、薄着を心掛けましょう。 

 

●防火指導避難訓練について（１１日） 

平田消防署より消防士さんに来ていただき、火災時の避難の仕方や
防火について指導を受けます。消防車、放水見学も行います。 

●平田中学校「ふれあい体験」について（６日） 

 平田中学校 3 年生が１０月２３日の１回目に続き「ふれあい体験」
の学習で来所します。ぞう組・ぱんだ組・こあら組・うさぎ組の子ど
もたちと一緒に遊びます。 

●実習生について 

高根さん（短期大学１年生：６日～１７日）が実習をします。よろ
しくお願いします。 

 

お知らせ・お願い 

平成２９年１１月号 

平 田 保 育 所 
TEL 62-3207 

保 育 所 だ よ り 

「❤子育て通信❤」 

～子どもたちに伝えたい、生きる力や命の大切さ 
＊保護者さんの感想より～ 

１０月４日には５歳児を対象とした「バースデープロジェクト」を
行いました。出産劇や紙芝居・新生児と同じ大きさと重さの人形を抱
っこしたり・実際の心音を聞いたりすることを通して、命の大切さを
親子で一緒に考えたり、感じたりする時間を過ごしました。保護者の
方からいただいた感想を紹介します。 

＊ ＊ ＊ 
＊なかなか話さないことなので、劇や紙芝居で子どもにも分かりやす
く良かったです。家でも命の大切さについて話すいい機会になりま
した。カバの歌を気に入ってお風呂で歌っていました。 

＊昨日は帰ってから「お母さんは誰から生まれ、おばあさんは？大き
いおばあさんは？」聞いていました。大人にとっても良い勉強にな
りました。 

＊お話を聞きながら、○○がお腹にいた時や産まれる時の事を思い出
し、温かい気持ちになりました。また、こんなに小さい時に性につ
いての話をするんだと最初はびっくりしましたが、子どもたちがす
ごく真剣に聞いていて、早すぎることはないな、むしろ何の先入観
もないこの時期だから必要なんだなと思いました。 

 一雨ごとに朝晩の冷え込みを感じ、所庭に落ちているどんぐりを
見つけては秋の訪れを感じる頃となりました。子どもたちは、秋の
きれいな青空の下、思いきり体を動かしたり、散歩に出かけ、散歩
バッグにたくさんの秋の宝物を持ち帰ったりしています。 
 先日行った収穫祭では、野菜を切ったり、さんまを両手で洗った
り、羽釜でご飯が炊けるところを見たりするなど、目で「見て」食
材を「触って」そして香りを「かいで」と、五感をフルに使って秋
の収穫を喜びました。そして、今年は初めての試みで、ご飯を使っ
た「きりたんぽ」作りもしました。その日の給食は全クラスの子ど
もたちがいつも以上によく食べていましたよ。 
 今後も実体験を大切に、子どもたちの「やってみよう」という気
持ちが引き出せる保育を行っていきたいと思います。 
 そして、今月の終わりには作品展があります。散歩で見つけた自
然物や身近にあるいろいろな素材を使って、年齢・発達・興味に合
わせた制作を楽しむ中で、実体験とイメージの世界をつなげていき
たいと思います。子どもたちの力作をぜひ見に来てくださいね。 

２５日 幼年他防災クラブ指導者研修～井上 

２８日 会計実務研修～川瀬順子（２９日） 

読み聞かせ講座第１回目～大塚隆人 

３０日 保育士採用２～５年目研修②～刈田 

   △歯科保健従事者研修～石倉 

    リフレッシュ研修～岡穂南 

～バースデープロジェクト～ 

10月１４日には「にじいろ倶楽部プラス１＊親子クッキング」
を行いました。親子で協力をしながら和スイーツ作りをしました。
「後日、家でも作ってみました。本当にできてびっくりしました。」
と、とてもうれしい報告をいただきました。その他の感想もお知ら
せします。 

＊ ＊ ＊ 
＊簡単に本格的なまんじゅうを作ることができたので、家でもやっ
てみたいと思いました。 

＊子どもがクッキングをする姿を見ることができて嬉しかったで
す。 

子どもが経験不足のためにできないことがあると、親は
とかく「発達の遅れや気になる姿」と捉えてしまうことが
あります。このような時は、年齢・発達に合った楽しかっ
た経験や、ちょっと頑張ったらできたという達成感を経験
することで出来るようになり、それが生きる力につながっ
ていきます。その場面には保護者の皆さんの存在がとても
大切です。保育所は保護者の皆さんと一緒にそのような体
験の機会を作り、子どもたちの成長を支えていきたいと思
います。 

～親子クッキング～ 

 

ご寄贈ありがとうございました  

保護者様～紙 

～古布 

～ままごと用キッチン 


